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iTiDコンサルティング 会社概要

 社名 株式会社 アイティアイディコンサルティング
 設⽴ 2001年6⽉
 社員数 46名(2014年10⽉1⽇現在）
 主な業務 業務改⾰コンサルティング ⼈材育成 業務診断

⼈とプロセスをスコープとして確かな⽅向性と推進⼒を提供し
モノ・コトづくり企業の価値向上と効率化をもたらします

他、多数業界にて実績あり

製造業で培った⼈材育成・
業務改⾰ノウハウをベースに
IT・サービス業・⾦融業界でも
ご提供し、更に進化・発展

人

ITプロセス

⼈材育成とプロセス化による変⾰
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コンサルティング実績紹介
 ⼈材育成⽀援
 ニコン様 (セミナー発表実績あり）
 “⼈財”と“プロセス”を両輪とした業務改⾰ 原理原則を考えられる若⼿⼈材育成

 複写機メーカー様
 リーダー像の構築と実務⽀援 イノベーション⼈材の発掘、育成

 製薬会社様
 突破、実践⼒獲得による組織強化
他

 業務改⾰⽀援、新事業⽴案・新商品開発⽀援
 トヨタ⾃動⾞様 (セミナー発表実績あり）
 ⾃⼯程完結を実現する開発プロセス構築、実践

 化粧品メーカー様
 新商品企画と将来のビジネスモデルの変⾰

 飲料会社様
 市場に新しい価値を届ける新商品の企画、開発⽀援
他
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組織の活気の無さ度合い

0% 20% 40% 60% 80%

⽇本
インド
イタリア
ブラジル
フランス
イギリス
カナダ
中国
ドイツ
⽶国

出所：2013年5⽉24⽇：⽇経産業新聞
ヘイコンサルティンググループ調べ
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⽇本の製造業を例にした 環境と⼈材傾向の推移

バブル崩壊 ITバブル崩壊

１９９０年代１９８０年代１９７０年代

〜停滞〜
IT化加速
多機能・⾼性能重視
スピード、効率化重視
グローカル

〜順調〜
右肩上がりで市場拡⼤
男⼥雇⽤均等法
新規事業進出成功
品質重視

〜混迷〜
ガラパゴス化
情報過多
新興国台頭
欧⽶の逆襲
グローバル標準への対応

２０００年代 ２０１０年代

企
業
環
境
経
営
⼒
点

⼩集団活動
社内ベンチャー

分社化

成果主義
年俸制
担当の細分化
アウトソース

管理業務の肥⼤化
グローバル⼈材育成
⾃律型リーダー育成

⼈
事
・
⼈
材
育
成
の
状
況 チャレンジ推奨、⽀援

失敗しながら育つ
先輩を⾒て現場で育つ

⻑期的視野での育成困難
全体視野の⽋如
マニュアル化

マネージャースキルの
⽋如・疲弊
⾃分で考えず答えを探す
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⾏動特性に着⽬

 現在のビジネス環境において発⽣している課題を解決するため、
知識や技量を発揮する源である“⾏動特性”に着⽬

ビジョンをバシッと⽰して社員を
引っ張っていきたいが、
部下の意⾒も気になる。

⾃律型リーダー、グローバル⼈材化
など⾊々⾔われるが、どうやって

そんなにたくさんスキルが⼿に⼊るの？

「任せた」って⾔われるけど
何をどうやってよいのかわからない。
どこかにマニュアルないのかなぁ。

経営層

課⻑層

社員

責任感がない？
判断できない？

スキルだけで良い？

業務に前向きではない？

⾏
動
特
性
に
着
⽬

9



©2014 iTiD Consulting, Ltd. Confidential

⾏動特性とは

 優れた⾏動に結びつく個⼈特性（習慣、癖、こだわり、思いなど）の
要素である。

知識
表層

深層

思想・理念

⾏動特性
ビジネス成果に
結び付く
⼈間的要素

学習で補える部分 プロフェッショナルとしてのこだわり
⽇々の学習意欲
リーダーやチームとしての意識など技量

業界に関わらず業務成果を出すことができる
深層の⼈間的要素に着⽬
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⾏動特性を測定する⼈材⼒調査

 iTiDコンサルティングでは⾏動特性を測定する「⼈材⼒調査」を開発し、
お客様の組織的な強み・弱みを調査している。
⾏動特性に加えて業務成果と仕事のパフォーマンス（業務遂⾏度合い）を測定し、
それらの関係を紐解くことで⼈材育成の⽬指す姿を把握することができる。

業務成果

⾏動特性

仕事のパフォーマンス
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業務成果と⾏動特性の関連性

 業務成果と業務パフォーマンスの関係性調査の結果から、業務成果の
2次要因として⾏動特性が強く影響していることが明らかとなっている。

 本⽇は⼈材⼒調査の分析結果からわかる「業務成果を出せる⼈間が
⼤切にしている⾏動特性」と「幸せ四因⼦との関係性」についてご紹介する。

業務成果

成果を出せる社員
（⾼い⾏動特性）

良い業務環境良い業務環境

仕事のパフォーマンスが⾼い

業
務
成
果

パ
フ
ォ
␗
マ
ン
ス

⾏動特性

パフォーマンス

幸せの4因⼦

両⽴可能か？
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 ⼈材（⾏動特性）を26の指標で⾒える化し、国内の企業（製造業、銀⾏など）に
所属する10,000名以上を調査する。
 ⾏動特性は「意識（⼼がけ）」「発揮（⾏動）」「結果（成果）」の軸で設定している。

 ⾏動特性に影響を与える業務環境も含めて調査する。

⼈材⼒調査概要

⼈材（⼈の⾏動特性）

チャレンジ⽀援環境

⼈間関係

⾃⼰実現

業務成果の評価

業務環境

育成環境

意識 発揮 結果

プロフェッショナルマインド

モチベーション

チームワーク（個⼈）

リーダーシップ

コミュニケーション
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⾏動特性を測る指標

 設問に対し「1（全くあてはまらない）~5（⾮常に良くあてはまる）」で回答。
価値ある成果、製品・サービスを創出する事へこだわりを
持っていますか？
担当している製品・サービスの顧客要求を把握して業務に
取り組んでいますか？
関連部⾨への影響を常に考えて業務に取り組んでいます
か？
⾃社および競合他社の強み・弱みを把握できていますか？

好奇⼼・探究⼼を持って、⾃分の専⾨分野以外の製品・
サービスを学んでいますか？
これだけは他⼈に負けないという業務に活かせる専⾨性を
持っていますか？
他のメンバーを信頼するように⼼がけていますか？
業務関係者と壁を作らず、⾃ら積極的に情報交換を⾏って
いますか？
チームにおける⾃分およびメンバーの特性と役割を把握でき
ていますか？
他のメンバーから信頼されていますか？
組織における関係者の利害関係を把握していますか？
⽬標に向かってメンバーと⼀体になれていますか？

情熱と使命感を持って⽇々の業務に取り組んでいますか？
⽇々の業務で、周囲に良い影響を与えるべく⾏動するよう⼼が
けていますか？
周囲に対して⾃分の考え・思いを発信し、協⼒を得ることができ
ていますか？
”メンバー全員が⼀体となるための⽬標”を共有できていますか？
⽇々の成功体験と適度な危機意識を周囲と共有できています
か？
周囲が動き易いよう、迅速な判断・決断ができていますか？
担当業務、製品、サービスに思い⼊れがありますか？
今の仕事に価値を⾒出していますか？
今の仕事に対して前向きに取り組んでいますか？
⾃らの⾏動を振り返り、課題を⾒付け、解決するよう⾏動してい
ますか？
⾃発的に未知の領域にチャレンジしていますか？
相⼿の話の中⾝だけでなく、その背景も理解する事を⼼がけて
いますか？
⾃分の意⾒を相⼿に分かり易くつたえられる様⼯夫しています
か？
業務関係者とお互いに⼗分な意思の疎通が⾏えていますか？

チ
␗
ム
ワ
␗
ク

リ
␗
ダ
␗
シ
⑁
プ

モ
チ
ベ
␗
シ
⑄
ン
コ
ミ
⑃
ニ
ケ
␗
シ
⑄
ン

プ
ロ
フ
␿
⑁
シ
⑄
ナ
ル
マ
イ
ン
ド
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業務環境を測る指標

業務環境に関する設問
チャレンジが⽀援される業務環境ですか？
能⼒を引き出してくれる⼈がいますか？
現在の業務を通して⾃⼰実現ができますか？
共に働きたいと思える⼈がいますか？
業務成果に対する評価に納得していますか？

 設問に対し「1（全くあてはまらない）~5（⾮常に良くあてはまる）」で回答。
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2013年度⼈材⼒調査の概要

参加企業
トヨタ⾃動⾞株式会社、⽇産⾃動⾞株式会社、
株式会社 本⽥技術研究所、マツダ株式会社
キヤノン株式会社、株式会社 ニコン、ヤンマー株式会社、滋賀銀⾏、
ノリタケカンパニーリミテド、株式会社 ⻲屋万年堂
など 100社以上の企業

調査⽅法
WEBによるアンケート形式（5段階評価）

調査期間
2013年10⽉〜2014年3⽉
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カテゴリ毎の調査結果（全体平均）

 他のカテゴリと⽐較してリーダーシップに関する⾏動特性が低い。
業務成果を出すために重要と思われる⾏動特性が低い。
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 各カテゴリ内において結果にばらつきがある。
意識はしているが、結果に結びついていない現状がうかがえる。

設問毎の調査結果（全体平均）

19

プロフェッショナルマインド コミュニ
ケーション チームワーク リーダーシップ モチベーション

意識

発揮・結果



©2014 iTiD Consulting, Ltd. Confidential

業務成果と⾏動特性の関係

 全ての⾏動特性は業務成果と相関が⾼い。

20

業務の成功/失敗評価と
各⾏動特性の相関を確認

成
功
/失
敗

【リーダーシップ】
業務への情熱と使命感

相関係数
0.973
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業務成果を出せる⼈間が⼤切にしている⾏動特性の抽出

 業務成果を出せている集団/出せていない集団において、ばらつきの⼤きい
⾏動特性がキーとなっている。
⾏動特性が⾼くてもばらつきが少なければ差別化要因になりにくい。
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業務成果を出せる⼈間が⼤事にしている⾏動特性

カテゴリ ⾏動特性 質問内容
プロフェッショナル

マインド
他⼈に負けない
専⾨性保有

これだけは他⼈に負けないという業務に活かせる
専⾨性を持っていますか？

チームワーク
他のメンバーからの信頼 他のメンバーから信頼されていますか？
⽬標に対する⼀体感 ⽬標に向かってメンバーと⼀体になれていますか？

リーダーシップ

業務への情熱と使命感 情熱と使命感を持って⽇々の業務に取り組んでいます
か？

メンバー全員が⼀丸と
なる⽬標提⽰と共有

”メンバー全員が⼀体となるための⽬標”を共有できていま
すか？

成功体験や危機意識の
共有

⽇々の成功体験と適度な危機意識を周囲と共有できて
いますか？

迅速な判断・決断 周囲が動き易いよう、迅速な判断・決断ができています
か？

モチベーション
⾃⾝の仕事に対する価値 今の仕事に価値を⾒出していますか？
仕事に対する前向きさ 今の仕事に対して前向きに取り組んでいますか？
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業務成果を出すために⼤事にすべき⾏動特性と幸せの4つの因⼦

 業務成果に貢献する⾏動特性と幸せの4因⼦との関係性を検討する。

【第⼆因⼦】
ありがとう！因⼦
（つながりと感謝）

【第⼀因⼦】
やってみよう！因⼦
（⾃⼰実現と成⻑）

【第四因⼦】
あなたらしく！因⼦
（独⽴とマイペース）

【第三因⼦】
なんとかなるさ！因⼦
（前向きと楽観）

24

カテゴリ ⾏動特性
プロフェッショナルマインド 他⼈に負けない専⾨性保有

チームワーク
他のメンバーからの信頼
⽬標に対する⼀体感

リーダーシップ

業務への情熱と使命感
メンバー全員が⼀丸と
なる⽬標提⽰と共有
成功体験や危機意識の
共有
迅速な判断・決断

モチベーション
⾃⾝の仕事に対する価値
仕事に対する前向きさ

？
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業務成果を出すために⼤事にすべき⾏動特性と幸せの4つの因⼦

 業務成果に貢献する⾏動特性は、「⾃⼰実現と成⻑」、「つながりと感謝」
に繋がりが多く、業務成果を出す⼈間は幸せである可能性が⾼い。

【第⼆因⼦】
ありがとう！因⼦
（つながりと感謝）

【第⼀因⼦】
やってみよう！因⼦
（⾃⼰実現と成⻑）

【第四因⼦】
あなたらしく！因⼦
（独⽴とマイペース）

【第三因⼦】
なんとかなるさ！因⼦
（前向きと楽観）
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カテゴリ ⾏動特性
プロフェッショナルマインド 他⼈に負けない専⾨性保有

チームワーク
他のメンバーからの信頼
⽬標に対する⼀体感

リーダーシップ

業務への情熱と使命感
メンバー全員が⼀丸と
なる⽬標提⽰と共有
成功体験や危機意識の
共有
迅速な判断・決断

モチベーション
⾃⾝の仕事に対する価値
仕事に対する前向きさ
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業務成果を出すために⼤事にすべき⾏動特性と幸せの4つの因⼦

 幸せの4因⼦に関連の薄い⾏動特性もキーポイントとして抽出されている。
⼈材⼒調査は「チームで成果を挙げる」ことを⽬的としているため、
チームへの寄与【リーダーシップ】が重視されている。

【第⼆因⼦】
ありがとう！因⼦
（つながりと感謝）

【第⼀因⼦】
やってみよう！因⼦
（⾃⼰実現と成⻑）

【第四因⼦】
あなたらしく！因⼦
（独⽴とマイペース）

【第三因⼦】
なんとかなるさ！因⼦
（前向きと楽観）
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カテゴリ ⾏動特性
プロフェッショナルマインド 他⼈に負けない専⾨性保有

チームワーク
他のメンバーからの信頼
⽬標に対する⼀体感

リーダーシップ

業務への情熱と使命感
メンバー全員が⼀丸と
なる⽬標提⽰と共有
成功体験や危機意識の
共有
迅速な判断・決断

モチベーション
⾃⾝の仕事に対する価値
仕事に対する前向きさ

チームとして業務成果をあげるためにはチームリーダーの役割を発揮することも必要
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業務成果を出すために⼤事にすべき⾏動特性と幸せの4つの因⼦

 ⾏動特性に関連の薄い幸せの4因⼦もある。
企業の業務環境においては受け⼊れにくい因⼦である可能性はある。

【第⼆因⼦】
ありがとう！因⼦
（つながりと感謝）

【第⼀因⼦】
やってみよう！因⼦
（⾃⼰実現と成⻑）

【第四因⼦】
あなたらしく！因⼦
（独⽴とマイペース）

【第三因⼦】
なんとかなるさ！因⼦
（前向きと楽観）
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カテゴリ ⾏動特性
プロフェッショナルマインド 他⼈に負けない専⾨性保有

チームワーク
他のメンバーからの信頼
⽬標に対する⼀体感

リーダーシップ

業務への情熱と使命感
メンバー全員が⼀丸と
なる⽬標提⽰と共有
成功体験や危機意識の
共有
迅速な判断・決断

モチベーション
⾃⾝の仕事に対する価値
仕事に対する前向きさ

「現実的」「和を重んじる」など企業の業務環境もあり関連性が出てこないのか？
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みんなが幸せ？

28

成果を出している⼈はみんな幸せか？
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仕事に対するやりがい

29

 係⻑は仕事に対するやりがい（＝業務における幸せ）が他に⽐べて低い。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18〜29歳

30〜39歳

40〜49歳

50〜59歳

60〜69歳

感じている やや感じている あまり感じていない 感じていない

出所：2013年7⽉24⽇
⽇本能率協会グループ調べ

課⻑

部⻑

係⻑

社員



©2014 iTiD Consulting, Ltd. Confidential

役職毎の業務環境調査結果（成功/失敗評価＝5の集団）

 係⻑がほとんどの項⽬で低い評価となっている。
第⼀因⼦、第⼆因⼦に関連のある業務環境において係⻑が低い評価をしている。

30

【第⼆因⼦】
ありがとう！因⼦
（つながりと感謝）

【第⼀因⼦】
やってみよう！因⼦
（⾃⼰実現と成⻑）

【第⼀因⼦】
やってみよう！因⼦
（⾃⼰実現と成⻑）
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【第⼆因⼦】
ありがとう！因⼦
（つながりと感謝）

良いリーダーのいるチームは幸せか？

 強いリーダーシップを発揮しているリーダーは業務成果を上げる可能性は
⾼いが、そのチームのメンバー（特に係⻑）は業務環境を良く思っておらず、
やりがい（幸せ）を感じていない可能性がある。

幸せ？

強⼒な
リーダーシップ業務成果を出せる

チャレンジ⽀援される？

能⼒を引き出してくれる⼈がいる？

⾃⼰実現できる？

？
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【第⼀因⼦】
やってみよう！因⼦
（⾃⼰実現と成⻑）

評価に納得？

⼀緒に働きたい？

リーダー

チームメンバー
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まとめ

 業務成果を出している⼈は“幸せ”である可能性が⾼い。
 「やってみよう！」「ありがとう！」の幸せ因⼦につながる⾏動特性を⼤事にしている⼈が
業務成果を出している。

チームで業務成果を出すためにはリーダーシップも必要である。

 強⼒なリーダーシップによってチームでの業務成果を出すことはできるが、
メンバー全員が“幸せ”とは限らない。
やりがいが少なく、業務環境が良くないと感じている係⻑（30〜39歳）層は
幸せと感じていない可能性がある。

32

⾼い業務成果を出しながら
チーム全員が幸せを感じられるようにするためには・・・
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ご清聴ありがとうございました

【ご連絡先】
（株） ｉＴｉＤコンサルティング
榎本 将則 （えのもと まさのり）
E-mail ： enomoto@itid.co.jp


